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基 準 ),商 品性 を調 査 した結 果 ,山 寺 で は

461%,千 布 は 944%の 商品率であつた (表

1)。

表 1 オウトウの収穫時の被害率

1  は じめに

2005年 5月 27日 と 6月 4日 に山形市や天童

市を中心に降雹があ り,オ ウ トウ,セ イ ヨウナ シ

等の幼果 に被害が発生 した。今後 同様 な被 害が

発生 した場合の事後指導等 に役立て る 目的で ,

これ ら被害果の状況 と収穫期 の様相 を追跡調査

した。

2 試験方法
(1)調 査園地 と品種

1)オ ウ トウ :山 形市 山寺 (被 害程度  甚 )

天童市千布 (被害程度  軽 )

品種 :`佐 藤錦 '(満 開期 5月 1日 )

2)セ イ ヨウナ シ :天董 市荒谷 (被害程度  中 )

山形市山寺 (被 害程度  甚 )

品種 :`ラ 。フランス '(満 開期 5月 1日 )

(2)調 査方法

1)被害直後か ら収穫期 まで,同 一果実の外観

を写真撮影 した。 また ,収穫期 には傷の外観

と断面 を写真撮影 した。

2)収 穫期 に ,各 園地か ら 1～ 3樹 選定 し,そ れ

らの 日通 り (15m)の 高 さか ら果実 を採取 し

て ,オ ウ トウでは商品性 を,セ イ ヨウナ ンで

は追熟後の果実品質 を調査 した。

3 試験結果及び考察

(1)オ ウ トウ被害果の追跡調査

1)わず かな擦れや小 さなアザ等軽度 な被害の

場合は ,着 色期以降傷が 目立たな くな り,通

常出荷 が可能 な果実 も得 られ た。

2)軽 度の擦れや打撲の場合 は ,収穫果で も傷

が残 ったが ,ほ とん どが果皮表面の傷で果 肉
への影響 はみ られ なかつた (図 l Nol)。

3)大 きな打撲被害 にあつた場合 は,被 害部の

陥没 が拡大す る他 ,陥没部の果皮直下の果 肉

組織の褐変がみ られ た (図 l No2)。

4)鋭角的な刺 し傷様 の被害 にあつた場合は ,

果実の肥大に ともない傷が陥没あるいは裂皮

し,収 穫果で も大 きな傷が残 つた (図 1-No3)。

5)収 穫時の被害程度 を 4段 階 に区分 し (独 自

539

loo  l  lo-20

単位 :96
備考)椒書程度 軽1枚害は確認できるが傷は小さく日立たない。通常出

荷可能。中:被書がやや目立つ。小さな凹やカサプタで烈皮にはいたつて

いない。通常出荷不可能。薔1被書が日立つ。大きな陥没や裂皮にいた

る傷.通常出荷不可能.

(2)セ イ ヨウナ シ被害果の追跡調査

1)降 雹 による幼果の傷 は,収 穫期 にほ とん ど

がサ ビを伴 つた傷 となつた。

2)軽 度の擦 り傷の場合 は,傷 部分がやや拡大

してサ ビとなつたが ,果 肉には影響がみ られ

ず ,通 常出荷が可能 な果実 も得 られ た (図 2-

Nol)。

3)打 撲や鋭角的な刺 し傷 を受 けた場合は ,収

穫果 で もサ ビと打撲部の陥没が 目立ち,商 品

性 が損 なわれが ,果 肉への影響はなかつた (図

2-No2)。

4)ひ どい打撲や果 肉がえぐれ るほ どの被害 に

あつた場合で も腐敗や落果 は少なかったが ,

収穫果 では大きな陥没 となるため,商 品性 が

大 き く損 なわれた (図 2 No3)。

5)被 害果の追熟 日数 ,呆 内障害の発生程度 は ,

健全果 と同等であ り,追熟 中に被害部 を起点

とした腐敗 もみ られ なかつた (表 2)。

園地
調査日 重  色  硬度 偏差

山形市
山寺 追熱時(11/8) -  39  21± 036

山形市山寺

天童市千布

461

944

調査

~~~覆

言ざ悟菫 精度 酸度 躍馨
(1～ 5)   (B■x)υ l∞耐)(%)
24 ±052 128  021    -
-           143  018   00

21 ■032 124  022    -

調査場所 凛場ぶ 3だ5  計 
「
高葛

収穫時00/12)3064 35  109± 054
追熟時(11/8) -  39  19■ 023
収穫時(10/12)2671   35    109 ±062

-147-



東 北 農 業 研 究  第 59号 (2006)

-148-


